









2011 年 3 月 11 日の東日本大震災により我国は種々の面で大きな損害を被るとともに、






















考える。   
我国の経済状況は、ここ 10 年来苦境にある。ほぼ無尽蔵の自然エネルギーを最大限利用
し、他のエネルギー源と調和を図る技術をトータル的な見地で開発することは、我国の将
来を見据えてすぐに実行すべき課題であり、新たな産業への投資が、人と技術の新たなダ
イナミズムを生むうねりとなるはずである。学部での私の講義に「イノベーションと国際
標準」という科目があり、将来の基幹イノベーションとなるべき技術の種を毎年学生と議
論している。そこでは、環境・エネルギー・医療・IT がコアテクノロジーであろうという
のが、大方の一致するところであり、コンドラチェフの第５波を導く技術革新の芽がすで
に誕生しているという認識も意見が合う。それら革新的技術の芽は、単独の技術領域に収
まるものではなく、多くが複数の技術領域を融合した新しい技術あるいは応用であり、そ
こに時代の考え方やライフスタイルを変革する新たな価値観を創造する力が秘められてい
る。大学教育に携わる身としては、インターディシプリナリティを超えて、音楽で言えば
フュージョン・クロスオーバーの創造性が求められる時代にふさわしい教育と人材育成、
という難題に立ち向かわなくてはならないことになる。日本の北の地から、ユニークでク
リエイティブな人材と技術の成果を世界に発信し、新しい価値観の創造と技術革新に少し
でも貢献できるように活動したいものである。 
